
JP 2017-512409 A 2017.5.18

10

(57)【要約】
ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュー
タプログラム製品が提供される。本装置は、ｎ個のユー
ザ機器（ＵＥ）のためのいくつかのチャネル測定期間を
構成し、パターンに基づいてｎ個のＵＥのいくつかのサ
ブセットを決定し、いくつかのチャネル測定期間のうち
の異なる１つの間の信号の送信のために、ｎ個のＵＥの
いくつかのサブセットの各々をスケジュールする。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
を備える、基地局のためのワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てることをさらに備え、ここにおいて、前記パターン
は、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットの各々中に含まれるべき前記ｎ個のＵＥ
のうちの１つまたは複数を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振ることをさらに備え、ここにおいて、同時
に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局によってカバーされたセル中のｋ個の
前記ＵＥから形成することをさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つま
たは複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送ることをさらに
備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数およ
び／または前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信
するようにスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを
示すことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
たは複数のシンボルを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信することをさらに備え、前記報
告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信することをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
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【請求項１３】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成するための手段と、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定するための手段と、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールするための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるための手段をさらに備え、ここにおいて、前記パ
ターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットの各々中に含まれるべき前記ｎ個
のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを前記ｎ個の
ＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るための手段をさらに備え、ここにおいて、
同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、請求項１
３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、請求項
１３に記載の装置。
【請求項１８】
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局によってカバーされたセル中のｋ個の
前記ＵＥから形成するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記
１つまたは複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送るための手段を
さらに備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくと
も１つを備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　前記基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数およ
び／または前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信
するようにスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを
示すための手段をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
たは複数のシンボルを備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信するための手段をさらに備え、
前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を
備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信するための手段をさらに備える
、請求項１３に記載の装置。
【請求項２５】
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　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、
　　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ
個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるようにさら
に構成され、ここにおいて、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセッ
トの各々中に含まれるべき前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、請求項２５に
記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記信号の送信のために、いくつかの利用可能な
リソースからのリソースを前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るよう
にさらに構成され、ここにおいて、同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大き
いかまたはそれに等しい、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局
によってカバーされたセル中のｋ個の前記ＵＥから形成するようにさらに構成され、ここ
において、前記ｎ個のＵＥは、前記１つまたは複数のグループのうちのグループであり、
ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告
を受信するようにさらに構成され、前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバ
イスツーデバイスチャネル測定値を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項３０】
　　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、
　　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ
個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001] 本出願は、２０１４年２月２１日に出願され「SRS SIGNALING PATTERN FOR D2D
 CHANNEL MEASUREMENTS」と題される米国特許出願第１４／１８７，１８９号の利益を主
張するもので、その全部が参照により本明細書に明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002] 本開示は一般に通信システムに関し、より詳細には、デバイスツーデバイス（
Ｄ２Ｄ）チャネル測定のためのサウンディング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference s
ignal）シグナリングパターンに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003] ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、および
ブロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。
典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送
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信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004] これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通
信規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト
（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表された
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile
 Telecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクト
ル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクト
ルを利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上でＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク
（ＵＬ）上でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ：multiple-input multi
ple-output）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合することによって
、モバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートするように設計さ
れている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続ける
ので、ＬＴＥ技術におけるさらなる改善の必要がある。好ましくは、これらの改善は、他
の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである
。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005] 本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置は、ｎ個のユーザ機器（ＵＥ：user equipment）のためのいくつかのチャ
ネル測定期間(channel measurement period）を構成し、パターンに基づいてｎ個のＵＥ
のいくつかのサブセットを決定し、いくつかのチャネル測定期間のうちの異なる１つの間
の信号の送信のために、ｎ個のＵＥのいくつかのサブセットの各々をスケジュールする。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図である。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図である。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図である。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図であ
る。
【図７】本開示の様々な態様による、Ｄ２Ｄ通信システムの図である。
【図８】本開示の様々な態様による、Ｄ２Ｄチャネル測定スケジュールを示す図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ＳＲＳサブフレーム構成のフレーム構造を示す図で
ある。
【図１０】本開示の様々な態様による、ＵＥ固有ＳＲＳ構成を示す図である。
【図１１】本開示の様々な態様による、ＳＲＳ帯域幅構成を示す図である。
【図１２】本開示の様々な態様による、ＳＲＳ帯域幅の割振り構造を示す図である。
【図１３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１４】本開示の様々な態様による、Ｄ２Ｄチャネル測定値のためのＳＲＳブロードキ
ャストスケジューリング（SRS broadcast scheduling）アルゴリズムのフローチャートで
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ある。
【図１５】例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを
示す概念データフロー図である。
【図１６】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実施の一例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　[0022] 添付の図面に関連して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構
成の記述であり、本明細書で説明される概念が実施され得る構成のみを表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。但し、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には
明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られる構造および構成要素がブロック図の形式で示される。
【０００８】
　[0023] 次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提
示する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素
」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、
アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コン
ピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実施され得る。そのよう
な要素がハードウェアとして実施されるか、ソフトウェアとして実施されるかは、特定の
適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【０００９】
　[0024] 例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１
つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実施され得る。プロセッサの
例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって
説明される様々な機能を行うように構成された他の好適なハードウェアを含む。処理シス
テム内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソ
フトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語な
どの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコー
ド、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフト
ウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェ
クト、実行ファイル、実行スレッド、手順、関数などを意味すると広く解釈されたい。
【００１０】
　[0025] 従って、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明された機能が、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。
ソフトウェアで実施される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定でなく、例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパ
クトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所
望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってア
クセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。上記の組合せもコンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１１】
　[0026] 図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
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ットワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet S
ystem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ev
olved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ：Evolved Packet Core）１１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サー
ビス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続できるが、簡潔
さのために、それらエンティティ／インターフェースは図示されない。図示されるように
、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に諒解するように、本開示
全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワークに拡
張され得る。
【００１２】
　[0027] Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを
含み、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordination Entity）１
２８を含み得る。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端とを提供する。ｅＮＢ１０６は、バックホール（例えば、Ｘ
２インターフェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８は発展型
マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broad
cast Multicast Service）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを割り振り
、ｅＭＢＭＳのために無線構成（例えば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ：modula
tion and coding scheme））を決定する。ＭＣＥ１２８は別個のエンティティ、またはｅ
ＮＢ１０６の一部であり得る。ｅＮＢ１０６はまた、基地局、ノードＢ、アクセスポイン
ト、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サー
ビスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended se
rvice set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。ｅＮＢ１０６は、
ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ１０２の例としては、
セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initia
tion protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位
システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例
えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の同様の機能
デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット
、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤ
レスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセ
ス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェ
ント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
こともある。
【００１３】
　[0028] ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、ホーム加入者サーバ（
ＨＳＳ）１２０と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、マルチメデ
ィアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１２４と、ブロ
ードキャストマルチキャストサービスセンタ（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Servic
e Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲ
ートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシ
グナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理
を提供する。全てのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送さ
れ、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤ
Ｎゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振り並びに他の機能を提供する。ＰＤＮゲ
ートウェイ１１８とＢＭ－ＳＣ１２６とはＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰサービ
ス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭ
Ｓ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming 
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Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭ
Ｓユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を提供し得る。ＢＭ－ＳＣ１
２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得、Ｐ
ＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信
をスケジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定
のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワ
ーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（例えば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフ
ィックを配信するために使用され得、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係
の課金情報を収集することとを担い得る。
【００１４】
　[0029] 図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００がいくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。マ
クロｅＮＢ２０４は各々、該当するセル２０２に割り当てられ、セル２０２中の全てのＵ
Ｅ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを提供するように構成される。アクセスネ
ットワーク２００のこの例には集中型コントローラはないが、代替構成では集中型コント
ローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、
スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含
む、全ての無線関係機能を担う。ｅＮＢは１つまたは複数の（例えば、３つの）（セクタ
とも呼ばれる）セルをサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最小カバレージ
エリアを指すことができ、および／またはｅＮＢサブシステムサービングは特定のカバレ
ージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は、本
明細書において同義で使用され得る。
【００１５】
　[0030] アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、
展開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割
複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上
で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容
易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。但
し、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の通信規格に容易に拡張
され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ
－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）
に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部と
して第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアイ
ンターフェース規格であり、ＣＤＭＡを採用して移動局にブロードバンドインターネット
アクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標）
）とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線
アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバ
イル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Commu
nications）、並びに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved
 UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（
ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張
され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ団体から
の文書に記載される。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載
される。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およ
びシステムに課される全体的な設計制約に依存することになる。
【００１６】
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　[0031] ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送
信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重
化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。
データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか
、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。こ
れは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相の
スケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコー
ディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャで（１つまたは複数の）ＵＥ２０
６に到達し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０６に
宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、
各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これによ
り、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを識
別することが可能になる。
【００１７】
　[0032] 空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネ
ル状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させる
ためにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジで良
好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリー
ムビームフォーミング送信が使用され得る。
【００１８】
　[0033] 以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様がＤＬ上でＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボ
ル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散（spread-spect
rum）技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキ
ャリアからデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時間領域では、Ｏ
ＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（例えば、サイクリックプレ
フィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（
ＰＡＰＲ）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し
得る。
【００１９】
　[0034] 図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレ
ーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレ
ームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すために
リソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソース
グリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフ
ィックスの場合、リソースブロックが、合計８４個のリソース要素について、周波数領域
中に１２個の連続するサブキャリアを含み、時間領域中に７個の連続するＯＦＤＭシンボ
ルを含む。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロックが、合計７２個の
リソース要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含み、時間領域
中に６個の連続するＯＦＤＭシンボルを含む。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース
要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。
ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specifi
c RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－
ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソー
スブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式
に依存する。従って、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高い
ほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
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【００２０】
　[0035] 図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬ
のための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分さ
れ得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジで形成され得、構成可能なサ
イズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥ
に割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれない全てのリソー
スブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続するサブキャリ
アの全てを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含むデータセ
クションを生じる。
【００２１】
　[0036] ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソース
ブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信する
ために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る
。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、
データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を
送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピ
ングし得る。
【００２２】
　[0037] 初期システムアクセスを行い、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：p
hysical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングも搬送できない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６
つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワーク
によって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リソ
ースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはない。ＰＲ
ＡＣＨの試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシー
ケンス中で搬送され、ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨの試みのみを
行うことができる。
【００２３】
　[0038] 図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロ
トコルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロ
トコルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ
３で示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処
理機能を実施する。Ｌ１レイヤは本明細書において物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ
２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵ
ＥとｅＮＢとの間のリンクを担う。
【００２４】
　[0039] ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８が、ネットワーク側のｅＮＢで終端さ
れる、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８で
終端されるネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（例えば、ファー
エンドＵＥ、サーバなど）で終端されるアプリケーションレイヤとを含めてＬ２レイヤ５
０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２５】
　[0040] ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重
化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するた
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めの上位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによる
セキュリティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを提供する。ＲＬＣサ
ブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリ
と、紛失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid aut
omatic repeat request）による順序の狂った受信を補償するためのデータパケットの並
べ替えとを提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内
の様々な無線リソース（例えば、リソースブロック）を割り振ることを担う。ＭＡＣサブ
レイヤ５１０はまたＨＡＲＱ動作を担う。
【００２６】
　[0041] 制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャ
が、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６および
Ｌ２レイヤ５０８のものと実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レ
イヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１
６は、無線リソース（例えば、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲ
ＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担う。
【００２７】
　[0042] 図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０の
ブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロ
ーラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの
機能を実施する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５が、様々な優先度メトリッ
クに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論
理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割
振りとを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケ
ットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担う。
【００２８】
　[0043] 送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めの様々な信号処理機能を実施する。信号処理機能は、ＵＥ６５０での前方誤り訂正（Ｆ
ＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（例えば、２位相シフトキーイン
グ（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：qua
drature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift 
keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に
基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングと
インターリービングとを含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで、並列
ストリームに分割される。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリー
ムを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、
時間領域および／または周波数領域中で基準信号（例えば、パイロット）と多重化され、
次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互
いに合成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的
にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディン
グおよび変調方式を決定するために、並びに空間処理のために使用され得る。チャネル推
定値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバ
ックから導出され得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して
異なるアンテナ６２０に提供され得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のために該当する空
間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００２９】
　[0044] ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それの該当するアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ
１レイヤの様々な信号処理機能を実施する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛て
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られた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を行い得る。複数
の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によっ
て単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで
、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周
波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦ
ＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮ
Ｂ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定
することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によ
って計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮ
Ｂ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デイ
ンターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５
９に提供される。
【００３０】
　[0045] コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実施する。コントローラ／プ
ロセッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ
６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセ
ッサ６５９が、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランス
ポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号（de
cipher）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを提供する。上位レイヤ
パケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上の全てのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６
２に提供される。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に提供さ
れ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯
定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を
担う。
【００３１】
　[0046] ＵＬでは、データソース６６７が、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レ
イヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上の全
てのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様
に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメン
テーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャ
ネルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを提供することによって、ユーザプレー
ンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実施する。コントローラ／プロセッサ６５９
はまた、ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを
担う。
【００３２】
　[0047] ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャ
ネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調
方式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６
８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、
別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供され得る。各送信機６５４
ＴＸは、送信のために該当する空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３３】
　[0048] ＵＬ送信は、ＵＥ６５０での受信機機能に関して説明したものと同様方式でｅ
ＮＢ６１０で処理される。各受信機６１８ＲＸは、それの該当するアンテナ６２０を通し
て信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復元し、
ＲＸプロセッサ６７０に情報を提供する。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実施し得
る。
【００３４】
　[0049] コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実施する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。
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メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセッ
サ６７５が、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチ
ャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、ヘッダ復
元と、制御信号処理とを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパ
ケットはコアネットワークに提供され得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤
り検出を担う。
【００３５】
　[0050] 図７はＤ２Ｄ通信システム７００の図である。Ｄ２Ｄ通信システム７００は、
ＵＥ７０４、７０６、７０８、および７１０など、いくつかのＵＥを含む。Ｄ２Ｄ通信シ
ステム７００は、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）などのセルラー通信
システムと重なり得る。ＵＥ７０４、７０６、７０８、７１０の一部は、ＤＬ／ＵＬ　Ｗ
ＷＡＮスペクトルを使用してＤ２Ｄ通信において互いに通信し、一部は基地局７０２と通
信し得、一部は両方を行い得る。例えば、図７に示されるように、ＵＥ７０８、７１０は
Ｄ２Ｄ通信中であり、ＵＥ７０４、７０６はＤ２Ｄ通信中である。図７の構成では、ＵＥ
７０４、７０６およびＵＥ７０８、７１０が、基地局７０２とも通信している。
【００３６】
　[0051] 以下で説明される例示的な方法および装置は、ＦｌａｓｈＬｉｎＱ、ＷｉＭｅ
ｄｉａ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、またはＩＥＥＥ
８０２．１１規格に基づくＷｉ－Ｆｉに基づくワイヤレスＤ２Ｄ通信システムなど、様々
なワイヤレスＤ２Ｄ通信システムのいずれにも適用可能である。説明を簡略化するために
、例示的な方法および装置がＬＴＥのコンテキスト内で論じられる。但し、例示的な方法
および装置は、様々な他のワイヤレスＤ２Ｄ通信システムにより一般的に適用可能である
ことを当業者は理解されよう。
【００３７】
　[0052] 一態様では、Ｄ２Ｄ通信システム７００中のＵＥ７０４、７０６、７０８、お
よび／または７１０が、Ｄ２Ｄ通信のためのＤ２Ｄチャネル利得行列を測定し得、Ｄ２Ｄ
チャネル利得行列に関する情報を（本明細書ではｅＮＢとも呼ぶ）基地局７０２に報告し
得る。一態様では、Ｄ２Ｄチャネル利得行列が、ネットワーク支援Ｄ２Ｄ通信のために基
地局７０２によって使用され得る。ネットワーク支援Ｄ２Ｄ通信では、例えば、基地局７
０２が、Ｄ２Ｄ通信のためのＤ２Ｄペア（例えば、ＵＥ７０４、７０６および／またはＵ
Ｅ７０８、７１０）による使用のために、ＤＬ／ＵＬ　ＷＷＡＮスペクトルの少なくとも
一部分を割り振り得る。一態様では、Ｄ２Ｄチャネル利得行列の推定のためにＤ２Ｄ通信
システム７００中のＵＥのうちの１つまたは複数によって、信号（例えば、ＳＲＳなど、
基準信号）が送信され得る。
【００３８】
　[0053] 一態様では、Ｄ２Ｄチャネル利得行列を推定するために、あらゆるＵＥは、あ
らゆる他の干渉ＵＥから基準信号送信を受信する必要があり得る。例えば、第２のＵＥで
受信された基準信号の電力がしきい値を超えるか、または第１のＵＥと第２のＵＥとの間
の経路損失がしきい値よりも小さいように、第１のＵＥから送信された信号（例えば、Ｓ
ＲＳ信号など、基準信号）が第２のＵＥで受信されるとき、第１のＵＥは干渉ＵＥである
と見なされ得る。一態様において、Ｄ２Ｄ通信システム７００中のＵＥは、１つの信号を
送信するＵＥが別の信号を同時に受信できないように、半二重モードで動作していること
がある。
【００３９】
　[0054] 一態様では、基地局７０２が、ｎ個のＵＥのためのいくつかのチャネル測定期
間（Ｄ２Ｄチャネル測定期間とも呼ばれる）を構成し得る。ｎ個のＵＥは、基地局７０２
によってサービスされるセル中にあるＵＥの一部または全部を含み得る。例えば、図７を
参照すると、ｎ個のＵＥは、ＵＥ７０４、７０６、７０８、および７１０を含み得、その
場合、ｎ＝４である。ｎ個のＵＥは、他の例で、より大きいかまたはより小さい数のＵＥ
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を含み得ることを理解されたい。各チャネル測定期間において、ｎ個のＵＥのサブセット
は信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）を送信するように構成され得るが、サブセット
中に含まれないＵＥは、信号を受信するように構成され得る。基地局７０２によって構成
されるチャネル測定期間の一例が、図８に関して以下で説明される。
【００４０】
　[0055] 図８は、本開示の様々な態様による、Ｄ２Ｄチャネル測定スケジュール８００
を示す図である。一態様では、基地局７０２が、基地局７０２によってカバーされたセル
中のｎ個のＵＥのための２［ｌｏｇ2ｎ］個のＤ２Ｄチャネル測定期間を構成し得る。例
えば、４つのＵＥ（例えば、ｎ＝４）を含む図７の構成では、基地局７０２が、図８に示
された期間１　８０２、期間２　８０４、期間３　８０６、および期間４　８０８など、
４つ（例えば、２［ｌｏｇ2２］＝４）のＤ２Ｄチャネル測定期間を構成し得る。例えば
、Ｄ２Ｄ測定期間８０２、８０４、８０６、および８０８の各々は、ＬＴＥサブフレーム
のＯＦＤＭシンボルの持続時間または他の好適な持続時間を有し得る。一例では、期間８
０２、８０４、８０６、および８０８が、それぞれ、約６６．７μｓであり得る。
【００４１】
　[0056] 一態様では、基地局７０２が、一意の識別値をｎ個のＵＥの各々に割り当て得
る。例えば、図８に示されるように、ＵＥ１　７０４はバイナリ識別値「００」を割り当
てられ得、ＵＥ２　７０６はバイナリ識別値「０１」を割り当てられ得、ＵＥ３　７０８
はバイナリ識別値「１０」を割り当てられ得、ＵＥ４　７１０はバイナリ識別値「１１」
を割り当てられ得る。
【００４２】
　[0057] 一態様では、基地局７０２が、パターンに基づいてｎ個のＵＥのいくつかのサ
ブセットを決定し得、ここで、ｎ個のＵＥの各サブセットはＤ２Ｄチャネル測定期間のう
ちの異なる１つの間に送信するように構成され得る。一態様では、各サブセットが、ｎ／
２個よりも少ないかまたはそれに等しいＵＥを含み得る。一態様では、パターンが、ｎ個
のＵＥの識別値に基づいて、いくつかのサブセットの各々中に含まれるべきｎ個のＵＥの
うちの１つまたは複数を示し得る。そのような態様では、ｎ個のＵＥのサブセットが、バ
イナリ識別値中の特定のビットの値に従って決定され得る。例えば、ＵＥのバイナリ識別
値の第ｊ（例えば、ｊ＝１，２，．．．，［ｌｏｇ2ｎ］）のビットが「０」である場合
は、そのようなＵＥはあるサブセット中に含まれ得るが、ＵＥのバイナリ識別値の第ｊの
ビットが「１」である場合は、そのようなＵＥは別のサブセット中に含まれ得る。一態様
では、バイナリ識別値の第１のビット（例えば、ｊ＝１）が、バイナリ識別値の最下位ビ
ットであり得、第２のビット（例えば、ｊ＝２）は、バイナリ識別値の最下位ビットの次
のビットであり得、以下同様である。
【００４３】
　[0058] 図８を参照すると、例えば、バイナリ識別値の第１のビット（例えば、ｊ＝１
）が「０」であるＵＥは、ＵＥ１とＵＥ３とを含み、バイナリ識別値の第１のビット（例
えば、ｊ＝１）が「１」であるＵＥは、ＵＥ２とＵＥ４とを含み、バイナリ識別値の第２
のビット（例えば、ｊ＝２）が「０」であるＵＥは、ＵＥ１とＵＥ２とを含み、バイナリ
識別値の第２のビット（例えば、ｊ＝２）が「１」であるＵＥは、ＵＥ３とＵＥ４とを含
む。従って、第１のサブセット中にＵＥ１とＵＥ３とが含まれ得、第２のサブセット中に
ＵＥ２とＵＥ４とが含まれ得、第３のサブセット中にＵＥ１とＵＥ２とが含まれ得、第４
のサブセット中にＵＥ３とＵＥ４とが含まれ得る。
【００４４】
　[0059] 一態様では、基地局７０２が、いくつかのＤ２Ｄチャネル測定期間のうちの異
なる１つの間の信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）の送信のために、ｎ個のＵＥのサ
ブセットの各々をスケジュールし得る。一態様において、基地局７０２は、バイナリ識別
値の第ｊのビットが「０」であるＵＥを、Ｄ２Ｄチャネル測定期間２ｊ－１中に送信する
ようにスケジュールし得、バイナリ識別値の第ｊのビットが「１」であるＵＥを、チャネ
ル測定期間２ｊ中に送信するようにケジュールし得る。例えば、図８を参照すると、基地
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局７０２は、ＵＥ１とＵＥ３とを含む第１のサブセットを、期間１　８０２の間に送信す
るようにスケジュールし、ＵＥ２とＵＥ４とを含む第２のサブセットを、期間２　８０４
の間に送信するようにスケジュールし、ＵＥ１とＵＥ２とを含む第３のサブセットを、期
間３　８０６の間に送信するようにスケジュールし、ＵＥ３とＵＥ４とを含む第４のサブ
セットを、期間４　８０８の間に送信するようにスケジュールし得る。Ｄ２Ｄチャネル測
定スケジュール８００を生成するために使用されるパターンは、各ＵＥが、あらゆる他の
ＵＥの２［ｌｏｇ2ｎ］個のＤ２Ｄチャネル測定期間内の送信を受信することを可能にす
ることに留意されたい。一態様では、Ｄ２Ｄ通信に関与するのかＷＡＮ通信に関与するの
かにかかわらず、ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数が、Ｄ２Ｄチャネル測定リソース（
例えば、ＳＲＳを送信するためのＤ２Ｄチャネル測定期間）と重複するリソース（例えば
、サブフレームのシンボル）中でデータを送信するように既にスケジュールされているこ
とがある。そのような態様では、ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数が、競合するＤ２Ｄ
チャネル測定期間の間のデータ送信を生じることがある。
【００４５】
　[0060] 一態様では、基地局７０２が、Ｄ２Ｄチャネル測定期間（例えば、チャネル測
定期間８０２、８０４、８０６、および／または８０８）の間の信号の送信のために、い
くつかの利用可能なリソースからのリソースを、ｎ個のＵＥのいくつかのサブセットの各
々に割り振り得る。そのような態様では、同時に利用可能なリソースの数が、ｎ／２より
も大きいかまたはそれに等しくなり得る。
【００４６】
　[0061] 一態様では、基地局７０２が、ｎ個のＵＥのサブセットによって送信されるべ
き信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送り得る。例えば、属
性は、ＳＲＳのコム、サイクリックシフト、および／または送信電力を含み得る。例えば
、構成メッセージは、ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数に送られ得るブロードキャスト
メッセージまたはＲＲＣメッセージであり得る。
【００４７】
　[0062] 一態様では、基地局７０２が、基地局７０２によってカバーされたセル中のｎ
個のＵＥのうちの１つまたは複数に、他のＵＥが、それの間にセル内Ｄ２Ｄチャネル測定
値についての信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）を送信するようにスケジュールされ
る、Ｄ２Ｄチャネル測定期間（例えば、サブフレームおよび／またはシンボル）を示し得
る。一態様では、基地局７０２が、基地局７０２によってカバーされたセル外の１つまた
は複数のＵＥに、基地局７０２によってカバーされたセル中のＵＥがそれの間にセル間Ｄ
２Ｄチャネル測定値についての信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）を送信するように
スケジュールされる、Ｄ２Ｄチャネル測定期間（例えば、サブフレームおよび／またはシ
ンボル）を示し得る。一態様では、基地局７０２が、基地局によってカバーされたセル中
のｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数、および／または基地局７０２によってカバーされ
たセル外の１つまたは複数のＵＥに、信号の属性（例えば、コム、サイクリックシフト、
および／または送信電力）をさらに示し得る。
【００４８】
　[0063] 一態様では、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つが、基地局７０２によってカ
バーされたセル中の他のＵＥから、および／または基地局７０２によってカバーされたセ
ル外の他のＵＥから受信された信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）に基づいて１つま
たは複数のＤ２Ｄチャネル測定値を含む報告を送信するように構成され得る。一態様では
、１つまたは複数のＤ２Ｄチャネル測定値が、チャネル強度に基づいて優先度を付けられ
得る。例えば、最も高い強度を有するＤ２Ｄチャネルは、報告中の最初にリストされ得る
。基地局７０２は、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信し得、報告に基づ
いて、Ｄ２Ｄ通信のためにリソースをｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数に割り当て得る
。一態様では、基地局７０２が、ＰＵＣＣＨなどの制御チャネル、またはＰＵＳＣＨなど
の共有チャネルについての測定値をさらに受信し得る。一態様では、各Ｄ２Ｄ測定期間（
例えば、測定期間８０２、８０４、８０６、および／または８０８）の間に他のＵＥの信
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号を受信するｎ個のＵＥが、送信ＵＥのＩＤ（例えば、バイナリ識別値）を知る必要がな
いことがある。そのような態様では、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つが、特定のサブ
フレーム、シンボル、サイクリックシフト、および／またはコムの組合せについてのＤ２
Ｄチャネル測定を報告し得る。一態様では、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つが、最後
の報告以来の全ての測定値を報告し得る。一態様では、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１
つが、しきい値を下回る強度を有するＤ２Ｄチャネルを報告から除外し得る。例えば、し
きい値は、基地局７０２によって設定され、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つに通信さ
れ得る。
【００４９】
　[0064] 上記で説明した態様では、各セル中のｎ個のＵＥが、Ｄ２Ｄチャネル測定期間
ごとに信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）を送信するために利用可能なリソースの総
数の２倍よりも少ないことに留意されたい。そのような構成は、基地局７０２によってカ
バーされたセル中のｎ個のＵＥによるｎ／２個の同時送信を可能にする。しかしながら、
一態様では、基地局７０２によってカバーされたセルが、ｋ個のＵＥを含み得、但し、ｋ
は、Ｄ２Ｄチャネル測定期間ごとに信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）を送信するた
めに利用可能なリソースの総数の２倍よりも大きいかまたはそれに等しく、但し、ｋ＞ｎ
である。そのような態様では、基地局７０２が、ｋ個のＵＥを、各グループがｎ個よりも
少ないかまたはそれに等しいＵＥを含む、１つまたは複数のグループに区分し得る。基地
局７０２は、次いで、ＵＥのグループのためのＤ２Ｄチャネル測定期間を構成し、パター
ンに基づいてＵＥのグループのいくつかのサブセットを決定し、図７および図８に関して
前に説明した信号（例えば、ＳＲＳなど、基準信号）の送信のためにサブセットの各々を
スケジュールし得る。
【００５０】
　[0065] 図９は、本開示の様々な態様による、ＳＲＳサブフレーム構成のフレーム構造
を示す図９００である。図９に示されるように、図９００は、ＳＲＳサブフレーム構成と
、ＳＲＳ信号がその中で送信され得るサブフレームとを定義する。
【００５１】
　[0066] 図１０は、本開示の様々な態様による、ＵＥ固有ＳＲＳ構成を示す図１０００
である。図１０に示されるように、図１０００は、ＳＲＳ構成インデックスＩSRSの値と
、対応する周期性ＴSRSの値と、ＳＲＳサブフレームオフセットＴoffsetの値とを定義す
る。
【００５２】
　[0067] 図１１は、本開示の様々な態様による、ＳＲＳ帯域幅構成を示す図１１００で
ある。例えば、図１１に示されるように、ＳＲＳ帯域幅構成ＣSRSが０であり、ＢSRS＝０
であるときは、ＵＬ帯域幅の全ての４８個のリソースブロックが一度にサウンディングさ
れ得るが、ＣSRS＝０およびＢSRS＝３であるときは、ＵＬ帯域幅の４つのリソースブロッ
クのみが一度にサウンディングされ得る。
【００５３】
　[0068] 図１２は、本開示の様々な態様による、ＳＲＳ帯域幅の割振り構造を示す図１
２００である。例えば、図１２に示されるように、システム帯域幅ＢＷ0の部分の組合せ
は、ＳＲＳの送信のための階層的レベル１～３によって割り振られ得る。
【００５４】
　[0069] 図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャー
ト１３００である。方法は、ｅＮＢ（例えば、図７中の基地局７０２）によって行われ得
る。ステップ１３０２で、ｅＮＢは、ＵＥの１つまたは複数のグループを、ｅＮＢによっ
てカバーされたセル中のｋ個のＵＥから形成する。一態様では、ＵＥの１つまたは複数の
グループの各々がｎ個のＵＥを含み得、但し、ｋ＞ｎである。一態様では、ｎ個のＵＥの
うちの少なくとも２つがＤ２Ｄ通信であり得る
　[0070] ステップ１３０４で、ｅＮＢは、ｎ個のＵＥのためのいくつかのチャネル測定
期間を構成する。一態様では、いくつかのチャネル測定期間のうちの少なくとも１つが、



(17) JP 2017-512409 A 2017.5.18

10

20

30

40

50

サブフレーム中の１つまたは複数のシンボルであり得る。例えば、ｅＮＢは、ｅＮＢによ
ってカバーされたセル中のｎ個のＵＥのための２［ｌｏｇ2ｎ]個のチャネル測定期間を構
成し得る。例えば、４つのＵＥ（例えば、ｎ＝４）を含む図７の構成では、基地局７０２
が、図８に示された期間１　８０２、期間２　８０４、期間３　８０６、および期間４　
８０８など、４つ（例えば、２［ｌｏｇ2２］＝４）のチャネル測定期間を構成し得る。
【００５５】
　[0071] ステップ１３０６で、ｅＮＢは識別値をｎ個のＵＥに割り当てる。例えば、図
８に示されるように、ＵＥ１　７０４はバイナリ識別値「００」を割り当てられ得、ＵＥ
２　７０６はバイナリ識別値「０１」を割り当てられ得、ＵＥ３　７０８はバイナリ識別
値「１０」を割り当てられ得、ＵＥ４　７１０はバイナリ識別値「１１」を割り当てられ
得る。
【００５６】
　[0072] ステップ１３０８で、ｅＮＢは、パターンに基づいてｎ個のＵＥのいくつかの
サブセットを決定する。一態様では、ｎ個のＵＥのいくつかのサブセットの各々が、ｎ／
２個よりも少ないかまたはそれに等しいＵＥを含む。一態様では、パターンは、識別値に
基づいていくつかのサブセットの各々に含まれるべきｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数
を示す。例えば、ｎ個のＵＥのサブセットが、バイナリ識別値中の特定のビットの値に従
って決定され得る。例えば、ＵＥのバイナリ識別値の第ｊ（例えば、ｊ＝１，２，．．．
，２［ｌｏｇ2ｎ］）のビットが「０」である場合は、そのようなＵＥはあるサブセット
中に含まれ得るが、ＵＥのバイナリ識別値の第ｊのビットが「１」である場合は、そのよ
うなＵＥは別のサブセット中に含まれ得る。一態様では、バイナリ識別値の第１のビット
（例えば、ｊ＝１）が、バイナリ識別値の最下位ビットであり得、第２のビット（例えば
、ｊ＝２）は、バイナリ識別値の最下位ビットの次のビットであり得、以下同様である。
図８を参照すると、例えば、バイナリ識別値の第１のビット（例えば、ｊ＝１）が「０」
であるＵＥは、ＵＥ１とＵＥ３とを含み、バイナリ識別値の第１のビット（例えば、ｊ＝
１）が「１」であるＵＥは、ＵＥ２とＵＥ４とを含み、バイナリ識別値の第２のビット（
例えば、ｊ＝２）が「０」であるＵＥは、ＵＥ１とＵＥ２とを含み、バイナリ識別値の第
２のビット（例えば、ｊ＝２）が「１」であるＵＥは、ＵＥ３とＵＥ４とを含む。従って
、第１のサブセット中にＵＥ１とＵＥ３とが含まれ得、第２のサブセット中にＵＥ２とＵ
Ｅ４とが含まれ得、第３のサブセット中にＵＥ１とＵＥ２とが含まれ得、第４のサブセッ
ト中にＵＥ３とＵＥ４とが含まれ得る。
【００５７】
　[0073] ステップ１３１０で、ｅＮＢは、いくつかのチャネル測定期間のうちの異なる
１つの間の信号の送信のために、ｎ個のＵＥのいくつかのサブセットの各々をスケジュー
ルする。例えば、ｅＮＢは、バイナリ識別値の第ｊのビットが「０」であるＵＥを、Ｄ２
Ｄチャネル測定期間２ｊ－１中に送信するようにスケジュールし得、バイナリ識別値の第
ｊのビットが「１」であるＵＥを、チャネル測定期間２ｊ中に送信するようにケジュール
し得る。例えば、図８を参照すると、ｅＮＢは、ＵＥ１とＵＥ３とを含む第１のサブセッ
トを期間１　８０２の間に送信するようにスケジュールし、ＵＥ２とＵＥ４とを含む第２
のサブセットを期間２　８０４の間に送信するようにスケジュールし、ＵＥ１とＵＥ２と
を含む第３のサブセットを期間３　８０６の間に送信するようにスケジュールし、ＵＥ３
とＵＥ４とを含む第４のサブセットを期間４　８０８の間に送信するようにスケジュール
し得る。
【００５８】
　[0074] ステップ１３１２で、ｅＮＢは、信号の送信のために、いくつかの利用可能な
リソースからのリソースを、ｎ個のＵＥのいくつかのサブセットの各々に割り振る。一態
様では、同時に利用可能なリソースの数が、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい。
例えば、いくつかの利用可能なリソースは、利用可能なＳＲＳリソースであり得る。
【００５９】
　[0075] ステップ１３１４で、ｅＮＢは、信号の１つまたは複数の属性を構成するため
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の構成メッセージを送る。一態様では、属性が、コム、サイクリックシフト、および／ま
たは送信電力を含む。
【００６０】
　[0076] ステップ１３１６で、ｅＮＢは、ｅＮＢによってカバーされたセル中のｎ個の
ＵＥのうちの１つまたは複数および／またはセル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥ
がその間に信号を送信するようにスケジュールされる、いくつかのチャネル測定期間のう
ちの少なくとも１つを示す。
【００６１】
　[0077] ステップ１３１８で、ｅＮＢは、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告
を受信する。一態様では、報告が、信号に基づく１つまたは複数のＤ２Ｄチャネル測定値
を含み得る。一態様では、報告中の１つまたは複数のチャネル測定値が、チャネル強度に
基づいて優先度を付けられる。
【００６２】
　[0078] 最後に、ステップ１３２０で、ｅＮＢは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのうち
の少なくとも１つの上で測定値を受信する。
【００６３】
　[0079] 図１４は、本開示の様々な態様による、Ｄ２Ｄチャネル測定値のためのＳＲＳ
ブロードキャストスケジューリングアルゴリズムのフローチャート１４００である。方法
は、ｅＮＢ（例えば、図７中の基地局７０２）によって行われ得る。ステップ１４０２で
、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサービスされるセル中の全てのＵＥをＸ個のグループに区分
する。ステップ１４０４で、各グループｘについて、ｅＮＢは、グループ中のＵＥに、セ
ット｛０，１，．．．，Ｍ＿ｘ－１｝中の一意のローカルＳＲＳ　ＩＤを割り当てる。ス
テップ１４０６で、ｘ＝０：Ｘ－１の場合、ｊ＝０：ｃｅｉｌ（ｌｏｇＭ＿ｘ）－１の場
合、ｅＮＢは、第ｊのＬＳＢが「０」であるグループｘ中のＵＥのためのＳＲＳをスケジ
ュールし、ｅＮＢは、第ｊのＬＳＢが「１」であるグループｘ中のＵＥのためのＳＲＳを
スケジュールする。ステップ１４０８で、ｅＮＢは、少なくとも１つのＵＥから周期的に
ＣＱＩ報告を受信する。
【００６４】
　[0080] 従って、フローチャート１４００では、任意の２つのＵＥ　ｉおよびＵＥ　ｊ
について、１）ｉおよびｊが異なるグループ中にある場合、完了し、２）ｉおよびｊが同
じグループｘ中にある場合、ｅＮＢは、ｉおよびｊのローカルＳＲＳ　ＩＤ中の異なる桁
の数として、Ｄｉｊを示し、その場合、ｊは、ｉのＳＲＳブロードキャストをＤｉｊ回聞
くことになり、ｉは、ｊのＳＲＳブロードキャストをＤｉｊ回聞くことになる。さらに、
図１４におけるアルゴリズムの複雑さ（例えば、シンボル時間の数）は、式、２ｓｕｍ＿
ｘ（ｃｅｉｌ（ｌｏｇＭ＿ｘ））によって表され得る。Ｎが大きい値であり、全てのｘに
ついてＭ＿ｘ＝４８である、一例では、シンボル時間の数＝２ｃｅｉｌ（Ｎ／４８）ｃｅ
ｉｌ（ｌｏｇ４８）＝１２ｃｅｉｌ（Ｎ／４８）である。Ｎ＝３０およびＭ＝３０である
、別の例では、シンボル時間の数＝２ｃｅｉｌ（ｌｏｇ３０）＝１０である。
【００６５】
　[0081] 従って、本開示の様々な態様に従って説明したように、Ｄ２Ｄチャネルを測定
するための基地局によって実施される基準信号（例えば、ＳＲＳ）ブロードキャストスケ
ジューリング方式は、半二重制約を受けるＵＥの場合のスケジュール長さを低減し得る（
例えば、Ｄ２Ｄチャネル測定期間の数を低減し得る）。一態様では、基準信号ブロードキ
ャストスケジューリング方式が、異なるＵＥ密度、各ＵＥのための異なる基準信号送信帯
域幅、および／または様々な周波数ホッピングパターンをサポートする際のフレキシビリ
ティを提供し得る。さらに、基準信号ブロードキャストスケジューリング方式は、低い計
算複雑さを提供し、集合被覆問題のために効率的なアルゴリズムを使用してスケジュール
が計算されることを可能にする。
【００６６】
　[0082] 例えば、基準信号ブロードキャストスケジューリング方式は、１つのグループ
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が、５０個のリソースブロックの帯域幅を有する各セル中で最高４８個のＵＥをサポート
できるように、ＵＥ密度の多様な範囲をサポートする際のフレキシビリティを提供し得る
。基準信号ブロードキャストスケジューリング方式は、より多くのグループをもつ高密度
ネットワークのために適応可能であり得、半二重制約を回避し得る、グループ間の時分割
多重化（ＴＤＭ）を実施し得る。
【００６７】
　[0083] 例えば、基準信号ブロードキャストスケジューリング方式は、バイナリ基準信
号（例えば、ＳＲＳ）ブロードキャストスケジュールを指定するアルゴリズムを実施する
ことによって、基準信号送信帯域幅をサポートする際のフレキシビリティを提供し得る。
さらに、異なる基準信号帯域幅割振りが、１つのグループ内で可能であり得、異なる基準
信号帯域幅構成が、異なるグループにわたって可能にされ得る。
【００６８】
　[0084] 例えば、基準信号ブロードキャストスケジューリング方式は、１つのグループ
内の異なる周波数ホッピングパターンを可能にし、レガシーＷＡＮ基準信号ホッピング方
式に適合することによって、周波数ホッピングをサポートする際のフレキシビリティを提
供し得る。
【００６９】
　[0085] 一態様では、ＵＥの各グループの半分が、各Ｄ２Ｄチャネル測定期間のための
基準信号（例えば、ＳＲＳ）をブロードキャストし得、大きいダイバーシティ利得がグル
ープにわたって達成され得る。ダイバーシティ利得は、１つのグループ内のＤ２Ｄペアの
間で変動し得る。
【００７０】
　[0086] 図１５は、例示的な装置１５０２における異なるモジュール／手段／構成要素
間のデータフローを示す概念データフロー図１５００である。装置は、ｅＮＢ（例えば、
図７中の基地局７０２）であり得る。装置は、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つ（例え
ば、ＵＥ１５５０）から報告（例えば、ＣＱＩ）を受信し、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ
のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信するモジュール１５０４と、ＵＥの１つまた
は複数のグループを、ｅＮＢによってカバーされたセル中のｋ個のＵＥから形成するモジ
ュール１５０６と、ｎ個のＵＥのためのいくつかのチャネル測定期間を構成するモジュー
ル１５０８と、識別値をｎ個のＵＥに割り当てるモジュール１５１０と、パターンに基づ
いてｎ個のＵＥのいくつかのサブセットを決定するモジュール１５１２と、いくつかのチ
ャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、ｎ個のＵＥのいくつかの
サブセットの各々をスケジュールするモジュール１５１４と、信号の送信のために、いく
つかの利用可能なリソースからのリソースを、ｎ個のＵＥのいくつかのサブセットの各々
に割り振るモジュール１５１６と、信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メ
ッセージを送るモジュール１５１８と、ｅＮＢによってカバーされたセル中のｎ個のＵＥ
のうちの１つまたは複数および／またはセル外の１つまたは複数のＵＥに示すモジュール
１５２０と、信号（例えば、ＤＬ信号）を１つまたは複数のＵＥ（例えば、ＵＥ１５５０
）に送信するためのモジュール１５２２とを含む。
【００７１】
　[0087] 本装置は、図１３および図１４の上述のフローチャート中のアルゴリズムのス
テップの各々を行う追加のモジュールを含み得る。従って、図１３および図１４の上述の
フローチャート中の各ステップは１つのモジュールによって行われ得、本装置は、それら
のモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプ
ロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要
素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように構成されたプロセッサによ
って実施されるか、プロセッサによる実施のためにコンピュータ可読媒体内に記憶される
か、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００７２】
　[0088] 図１６は、処理システム１６１４を採用する装置１５０２’のためのハードウ
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ェア実施の一例を示す図１６００である。処理システム１６１４は、バス１６２４によっ
て概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実施され得る。バス１６２４は、処理シ
ステム１６１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含み得る。バス１６２４は、プロセッサ１６０４、モジュール１５０
４、１５０６、１５０８、１５１０、１５１２、１５１４、１５１６、１５１８、１５２
０、および１５２２、並びにコンピュータ可読媒体／メモリ１６０６によって表される、
１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を
互いにリンクする。バス１６２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、お
よび電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野に
おいてよく知られており、従って、これ以上説明されない。
【００７３】
　[0089] 処理システム１６１４はトランシーバ１６１０に結合され得る。トランシーバ
１６１０は１つまたは複数のアンテナ１６２０に結合される。トランシーバ１６１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１６１
０は、１つまたは複数のアンテナ１６２０から信号を受信し、受信された信号から情報を
抽出し、抽出された情報を処理システム１６１４、特に受信モジュール１５０４に提供す
る。さらに、トランシーバ１６１０は、処理システム１６１４、特に送信モジュール１５
２２から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１６２０
に適用されるべき信号を生成する。処理システム１６１４は、コンピュータ可読媒体／メ
モリ１６０６に結合されたプロセッサ１６０４を含む。プロセッサ１６０４は、コンピュ
ータ可読媒体／メモリ１６０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担
う。ソフトウェアは、プロセッサ１６０４によって実行されたとき、処理システム１６１
４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を行う。コンピュータ可読媒体／メ
モリ１６０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１６０４によって操作さ
れるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１５０４、１５
０６、１５０８、１５１０、１５１２、１５１４、１５１６、１５１８、１５２０、およ
び１５２２のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１
６０４中で動作するか、コンピュータ可読媒体／メモリ１６０６中に常駐する／記憶され
たソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１６０４に結合された１つまたは複数の
ハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理シス
テム１６１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であり得、メモリ６７６および／またはＴＸプ
ロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５とのうち
の少なくとも１つを含み得る。
【００７４】
　[0090] 一構成では、ワイヤレス通信のための装置１５０２／１５０２’が、ＵＥの１
つまたは複数のグループを、基地局によってカバーされたセル中のｋ個のＵＥから形成す
るための手段と、ｎ個のＵＥのためのいくつかのチャネル測定期間を構成するための手段
と、パターンに基づいてｎ個のＵＥのいくつかのサブセットを決定するための手段と、い
くつかのチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、ｎ個のＵＥの
いくつかのサブセットの各々をスケジュールするための手段と、識別値をｎ個のＵＥに割
り当てるための手段と、ここにおいて、パターンが、識別値に基づいていくつかのサブセ
ットの各々中に含められるべきｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、信号の送信の
ために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを、ｎ個のＵＥのいくつかのサブ
セットの各々に割り振るための手段と、ここにおいて、同時に利用可能なリソースの数が
、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、信号の１つまたは複数の属性を構成するた
めの構成メッセージを送るための手段と、基地局によってカバーされたセル中のｎ個のＵ
Ｅのうちの１つまたは複数および／またはセル外の１つまたは複数のＵＥに示すための手
段と、ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信するための手段と、ＰＵＣＣＨ
またはＰＵＳＣＨのうちの少なくとも１つの上で測定値を受信するための手段とを含む。
上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を行うように構成された、装置１５０
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つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１６１４は、ＴＸプロセ
ッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５とを含み得る
。従って、一構成では、上述の手段が、上述の手段によって具陳された機能を行うように
構成された、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセ
ッサ６７５とであり得る。
【００７５】
　[0091] 開示したプロセス／フローチャート中のステップの特定の順序または階層は、
例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス／フ
ローチャート中のステップの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい
。さらに、いくつかのステップは組み合わされるかまたは省略され得る。添付の方法クレ
ームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の
順序または階層に限定されるものではない。
【００７６】
　[0092] 以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。従って、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾しない
全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されない限り
、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するものである
。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをすること」を
意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明されるいかなる態様も、必ず
しも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。別段に
明記されない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、または
Ｃのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、並びに「
Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣ
の任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。詳細には、「
Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１
つ」、並びに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂ
のみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであり
得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数の
部材を含むことがある。当業者に知られている、または後で知られることになる、本開示
全体にわたって説明した様々な態様の要素の全ての構造的および機能的均等物は、参照に
より本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものとする。さら
に、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具
陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も
、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されない限り、ミーンズプ
ラスファンクションとして解釈されるべきではない。
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(25) JP 2017-512409 A 2017.5.18

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月2日(2016.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てることと、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、ここにおい
て、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブセット中
に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のため
に、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を備える、基地局のためのワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振ることをさらに備え、ここにおいて、同時
に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局によってカバーされたセル中のｋ個の
前記ＵＥから形成することをさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つま
たは複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送ることをさらに
備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数また
は前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信するよう
にスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを示すこと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
たは複数のシンボルを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信することをさらに備え、前記報
告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信することをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成するための手段と、
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるための手段と、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定するための手段と、ここ
において、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブセ
ット中に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のため
に、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールするための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを前記ｎ個の
ＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るための手段をさらに備え、ここにおいて、
同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、請求項１
２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、請求項
１２に記載の装置。
【請求項１６】
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、基地局によってカバーされたセル中のｋ個の前記
ＵＥから形成するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つ
または複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求項１
２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送るための手段を
さらに備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくと
も１つを備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数および／
または前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信する
ようにスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを示す
ための手段をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
たは複数のシンボルを備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信するための手段をさらに備え、
前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を
備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、請求項２０に記載の装置。
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【請求項２２】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信するための手段をさらに備える
、請求項１２に記載の装置。
【請求項２３】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てることと、
　　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、ここにお
いて、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブセット
中に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、
　　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のた
めに、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記信号の送信のために、いくつかの利用可能な
リソースからのリソースを前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るよう
にさらに構成され、ここにおいて、同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大き
いかまたはそれに等しい、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥの１つまたは複数のグループを、基地局によ
ってカバーされたセル中のｋ個の前記ＵＥから形成するようにさらに構成され、ここにお
いて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つまたは複数のグループのうちのグループであり、ここ
において、ｋ＞ｎである、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告
を受信するようにさらに構成され、前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバ
イスツーデバイスチャネル測定値を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成するためのコードと
、
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるためのコードと、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定するためのコードと、こ
こにおいて、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブ
セット中に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のため
に、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールするためのコードと
　を備える、コンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　[0092] 以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。従って、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾しない
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全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されない限り
、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するものである
。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをすること」を
意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明されるいかなる態様も、必ず
しも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。別段に
明記されない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、または
Ｃのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、並びに「
Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣ
の任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。詳細には、「
Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１
つ」、並びに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂ
のみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであり
得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数の
部材を含むことがある。当業者に知られている、または後で知られることになる、本開示
全体にわたって説明した様々な態様の要素の全ての構造的および機能的均等物は、参照に
より本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものとする。さら
に、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具
陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も
、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されない限り、ミーンズプ
ラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることとを備える、基地局のため
のワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ２］
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てることをさらに備え、ここにおいて、前記パターン
は、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットの各々中に含まれるべき前記ｎ個のＵＥ
のうちの１つまたは複数を示す、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振ることをさらに備え、ここにおいて、同時
に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、Ｃ１に記載の
方法。
　［Ｃ５］
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、Ｃ１に
記載の方法。
　［Ｃ６］
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局によってカバーされたセル中のｋ個の
前記ＵＥから形成することをさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つま
たは複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、Ｃ１に記載
の方法。
　［Ｃ７］
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送ることをさらに
備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくとも１つ
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を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数およ
び／または前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信
するようにスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを
示すことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
たは複数のシンボルを備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信することをさらに備え、前記報
告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を備える
、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信することをさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成するための手段と、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定するための手段と、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールするための手段とを備える、ワイヤ
レス通信のための装置。
　［Ｃ１４］
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるための手段をさらに備え、ここにおいて、前記パ
ターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットの各々中に含まれるべき前記ｎ個
のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、Ｃ１４に記載の装置。
　［Ｃ１６］
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを前記ｎ個の
ＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るための手段をさらに備え、ここにおいて、
同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、Ｃ１３に
記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、Ｃ１３
に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局によってカバーされたセル中のｋ個の
前記ＵＥから形成するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記
１つまたは複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、Ｃ１
３に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送るための手段を
さらに備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくと
も１つを備える、Ｃ１３に記載の装置。
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　［Ｃ２０］
　前記基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数およ
び／または前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信
するようにスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを
示すための手段をさらに備える、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
たは複数のシンボルを備える、Ｃ２０に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信するための手段をさらに備え、
前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を
備える、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信するための手段をさらに備える
、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、
　　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ
個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサとを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
　［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるようにさら
に構成され、ここにおいて、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセッ
トの各々中に含まれるべき前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示す、Ｃ２５に記載
の装置。
　［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記信号の送信のために、いくつかの利用可能な
リソースからのリソースを前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るよう
にさらに構成され、ここにおいて、同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大き
いかまたはそれに等しい、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局
によってカバーされたセル中のｋ個の前記ＵＥから形成するようにさらに構成され、ここ
において、前記ｎ個のＵＥは、前記１つまたは複数のグループのうちのグループであり、
ここにおいて、ｋ＞ｎである、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告
を受信するようにさらに構成され、前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバ
イスツーデバイスチャネル測定値を備える、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、
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　　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なる１つの間の信号の送信のために、前記ｎ
個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
【手続補正書】
【提出日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てることと、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、ここにおい
て、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブセット中
に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示し、前記ｎ個のＵＥの各々は少な
くとも２つの異なるサブセット中に含まれ、前記少なくとも２つの異なるサブセットの各
サブセットはＵＥの異なるセットを含む、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のため
に、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を備える、基地局のためのワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを、前記ｎ個
のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振ることをさらに備え、ここにおいて、同時
に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、前記基地局によってカバーされたセル中のｋ個の
前記ＵＥから形成することをさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つま
たは複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送ることをさらに
備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数また
は前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信するよう
にスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを示すこと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
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たは複数のシンボルを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信することをさらに備え、前記報
告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信することをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成するための手段と、
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるための手段と、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定するための手段と、ここ
において、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブセ
ット中に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示し、前記ｎ個のＵＥの各々
は少なくとも２つの異なるサブセット中に含まれ、前記少なくとも２つの異なるサブセッ
トの各サブセットはＵＥの異なるセットを含む、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のため
に、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールするための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々は、ｎ／２個よりも少ないかまたはそれ
に等しいＵＥを備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記信号の送信のために、いくつかの利用可能なリソースからのリソースを前記ｎ個の
ＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るための手段をさらに備え、ここにおいて、
同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大きいかまたはそれに等しい、請求項１
２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも２つがデバイスツーデバイス通信中である、請求項
１２に記載の装置。
【請求項１６】
　ＵＥの１つまたは複数のグループを、基地局によってカバーされたセル中のｋ個の前記
ＵＥから形成するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つ
または複数のグループのうちのグループであり、ここにおいて、ｋ＞ｎである、請求項１
２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記信号の１つまたは複数の属性を構成するための構成メッセージを送るための手段を
さらに備え、前記属性は、コム、サイクリックシフト、または送信電力のうちの少なくと
も１つを備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　基地局によってカバーされたセル中の前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数および／
または前記セル外の１つまたは複数のＵＥに、他のＵＥがそれの間に前記信号を送信する
ようにスケジュールされる、前記複数のチャネル測定期間のうちの少なくとも１つを示す
ための手段をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記複数のチャネル測定期間のうちの前記少なくとも１つは、サブフレーム中の１つま
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たは複数のシンボルを備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告を受信するための手段をさらに備え、
前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバイスツーデバイスチャネル測定値を
備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のチャネル測定値は、チャネル強度に基づいて優先度を付けられる
、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つの上で測定値を受信するための手段をさらに備える
、請求項１２に記載の装置。
【請求項２３】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成することと、
　　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てることと、
　　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定することと、ここにお
いて、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブセット
中に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示し、前記ｎ個のＵＥの各々は少
なくとも２つの異なるサブセット中に含まれ、前記少なくとも２つの異なるサブセットの
各サブセットはＵＥの異なるセットを含む、
　　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のた
めに、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールすることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記信号の送信のために、いくつかの利用可能な
リソースからのリソースを前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々に割り振るよう
にさらに構成され、ここにおいて、同時に利用可能なリソースの数は、ｎ／２よりも大き
いかまたはそれに等しい、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥの１つまたは複数のグループを、基地局によ
ってカバーされたセル中のｋ個の前記ＵＥから形成するようにさらに構成され、ここにお
いて、前記ｎ個のＵＥは、前記１つまたは複数のグループのうちのグループであり、ここ
において、ｋ＞ｎである、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ｎ個のＵＥのうちの少なくとも１つから報告
を受信するようにさらに構成され、前記報告は、前記信号に基づく１つまたは複数のデバ
イスツーデバイスチャネル測定値を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　ｎ個のユーザ機器（ＵＥ）のための複数のチャネル測定期間を構成するためのコードと
、
　識別値を前記ｎ個のＵＥに割り当てるためのコードと、
　パターンに基づいて前記ｎ個のＵＥの複数のサブセットを決定するためのコードと、こ
こにおいて、前記パターンは、前記識別値に基づいて前記複数のサブセットのうちのサブ
セット中に含まれる前記ｎ個のＵＥのうちの１つまたは複数を示し、前記ｎ個のＵＥの各
々は少なくとも２つの異なるサブセット中に含まれ、前記少なくとも２つの異なるサブセ
ットの各サブセットはＵＥの異なるセットを含む、
　前記複数のチャネル測定期間のうちの異なるチャネル測定期間の間の信号の送信のため
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に、前記ｎ個のＵＥの前記複数のサブセットの各々をスケジュールするためのコードと
　を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュ
ータ可読媒体。
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